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は じ め に                                             

商店街は、日々の生活に必要な商品の販売やサービスの提供を通じて、道民の

暮らしと密接に関わり、その生活基盤を支える重要な役割を果たしています。 
そのためにも、商店街は元気でなければと考えています。  
しかしながら、商店街を取り巻く環境は、人口の減少や高齢化の進行とともに、

消費者ニーズやライフスタイルの多様化といった社会経済環境の変化から売上が

減少するとともに、空き店舗が増加するなど厳しい状況にあります。加えて、大

型商業施設の撤退による中心市街地の空洞化や、食料品などの日常品の買い物が

困難な状況に置かれている人たちが増えているといった問題もあり、こうした課

題への対応も必要となっています。  
道では、商店街だけの取組では課題の解決が難しい状況にあることから、地域

商業の活性化に向け、事業に取り組まれている方々をはじめ、道、市町村、商工

団体、商業施設の設置者、道民などの関係者の皆さんがそれぞれの役割を認識し、

連携を強化しながら、地域のまちづくりに配慮しつつ、地域の実態に応じた取組

を推進するため、平成２４年３月に「北海道地域商業の活性化に関する条例」を

制定したところです。  
この事例集は、道内のモデル事例を紹介しており、商店街の活性化に取り組ま

れる方々にとってヒントを得る一助となって、元気で活力ある商店街の形成に繋

がれば幸いです。    平成２６年 ３月                                     北海道経済部長 辻   泰 弘 
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Ⅰ．「地域商業活性化総合対策事業」（平成２４年度採択） 

実施地域の取組事例                                  

地域商業活性化総合対策事業は「北海道地域商業の活性化に関する

条例」を踏まえ、商工団体や道民、事業者その他団体などの関係者が

一体となって地域の実態に応じた取組を誘導していくためのモデルと

なる事業に対して道が支援し、取組事例を発信することにより、他の

地域における商業活性化に向けた取組を促していくことを目的として

実施するものであり、平成 24年度は全道で 11地域を支援しました。 

本章では、支援を行った各地域において、取組を進める上で生じた

課題やその解決に向けたプロセスなどの概要を平成 25年 10月 31日

現在で取りまとめております。 
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地域の状況 
 

■ 地域の概要 

 新十津川町は、人口約 7,100 人で、総面

積の約 57％を森林が占め、道央空知のほぼ

中央部に位置しています。また、滝川市、砂

川市など８市町と接しています。 

 新十津川町中央地区商店街振興会は、平成

５年に設立し、現在、37 の組合員で構成さ

れ、ＪＲ学園都市線新十津川駅徒歩約５分の

場所に立地しています。 

 

■ これまでの問題点 

 近隣地域に大型店などの立地が進む一方、

商店街では、事業所の減少、販売額の減少、

中心市街地の空洞化、高齢化の進行（買い物

弱者の増加）、後継者不足など、商業機能の衰

退とにぎわいの喪失が連鎖し、中心市街地に

おける商業活動の衰退に歯止めがかからない

状況になっていました。 

 

■ これまでの取組 

 商工会では、ふれあい商品券の発行による

販売促進事業の展開やポイントカード会によ

る各種イベントの実施などにより地域商業活

性化を図り、さらに、中央地区商店街振興会

が継続実施している神社祭典の縁日、冬のイ

ルミネーション事業への支援などを行ってき

ました。 

しかしながら、地域商業の課題を解決して

いくためには、商店街としてどのような活動

ができるのかということに着目する必要があ

り、今後の商店街は、ただ商品やサービスを

提供するだけでなく、地域社会の核としての

役割を果たしていくため、地域の様々な関係

者との連携が重要であると考えていました。 

 

事業内容 
 

■ 本事業での取組 

 今まで商店街では実施していなかった新た

な取り組みを進め、にぎわいの創出、コミュ

ニティ向上と商業機能の維持（産業間連携）

の両立を図るための地域商業活性化拠点とし

て、まちなかに位置する商工会内に、新たに

様々な関係者が活用可能なマルチギャラリー

を設置し、以下の取組を実施しています。 

○ 新十津川・雨竜・江部乙商工会青年部が

中心となり、３地域の小学生を対象に、商

売の仕組みや資金調達を学び、また、自ら

の力でビジネスプランを作成し、模擬販売

を含めた一連の商売を体験するベンチャー

キッズの勉強会・事業報告会 

○ 新十津川農業高等学校との商学連携事業

として、高校で実施している収穫祭のほか

に、高校生が収穫した新鮮野菜や加工食品

などを販売する実習店舗 

○ マルチギャラリー前のスペースにおける

住民が採取した山菜を販売するミニ市場 

○ 地元幼稚園児、小中学校生、住民団体等

の作品展示 

○ 新十津川町ふれあい商品券会によるスタ

ンプラリー抽選会 

■ 取組の中で生じた課題 

 商工会の建物は、平成 12年に建築され、

事業所倒産後３年間空き店舗となっていた建

物を取得したものであり、マルチギャラリー

として活用する倉庫は、建物・設備の老朽化 

が進んでいるうえ、防寒壁がなく、窓が小さ

いため換気が不十分で、コンセントも配置さ

れていなかったため改修工事が必要でした。 

１．新十津川町中央地域商業活性化総合対策事業 
☞ マルチギャラリーを活用したにぎわいの創出  

【新十津川町商工会】 

 
ベンチャーキッズ 
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 また、地域商業の課題を解決していくため

には、一過性のイベントではなく、自立的・

持続的な取り組みを進めていく必要がありま

した。 

■ 取組に関する課題への対応 

 マルチギャラリーとして活用するための倉

庫の改修工事が、平成２５年１月に終了しま

した。 

また、継続して事業を実施することを目指

し、専門家のアドバイスや関係者との打ち合

わせ結果を踏まえ、お金をかけずに、成果を

あげるためにローコスト事業で実施計画をと

りまとめました。 

事業実施にあたり、人の面に関しては、常

設展示など、平日の行事については商工会職

員が対応し、大規模なイベント実施時などに

は、商店街青年部や町の職員にボランティア

での協力もいただいています。 

物の面に関しては、資材や備品は、関係者

が連携して調達した既存の物品を使用するこ

ととしていますが、冷蔵ケースなど既存物品

で対応できない物は、利用者が用意すること

にしています。 

 

■ 地域の関係者との連携体制（メンバー） 

 新十津川町、教育委員会、中央地区商店街

振興会、雨竜町商工会、江部乙商工会、新十

津川幼稚園、新十津川小学校、新十津川中学

校、新十津川農業高等学校と連携を図り会議

や事業などへ参画していただいています。 

 

今後の取組 
 
商店街との交流が少なかった学生や住民な

ども含め地域の様々な関係者との連携による

共同事業やイベントを実施することで、関係

者や参加者間のコミュニケーションが深まっ

てきています。 

 今後も住民にとって身近な商店街であるこ

とを認知され、商店街だけでは呼び込めなか

った新たな集客を作り出していくために、地

域関係者と連携した取組を継続して行い、各

個店独自の取組で来店販売に結びつけ、売り

上げ向上につなげていくこととしております。 

また、まち中のにぎわいの創出と地域コミ

ュニティの向上を図っていくことは、町が進

めている、町民自治によるまちづくりの取組

に対しても貢献できるものと考えています。 

 新十津川町商工会 

【所 在 地】 〒073-1103 樺戸郡新十津川町中央 18番地 3 

【代表者名】 会長 笹木 正文 

【連 絡 先】 ＴＥＬ 0125-76-2571 ＦＡＸ 0125-76-4445 

【 Ｈ Ｐ 】 http://shintotsukawa.web.fc2.com/ 

【Ｅ－mail】 shintotsu@crocus.ocn.ne.jp 

 
農業高校の実習店舗 

 
作品展示 
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地域の状況 
 

■ 地域の概要 

 美唄市は、札幌市と旭川市を結ぶ国道 12

号線の中間地点に位置し、基幹産業は農業と

なっています。 

市の中心市街地は美唄大通り商店街振興組

合・旭通り商店会・すずらん通り商店会・美

唄市駅前開発振興会などの各商店街によって

形成されています。 

 

■ これまでの問題点 

 市の中心市街地は、まちの文化や伝統を育

みながら「まちの顔」として栄えてきました

が、モータリゼーションの進展によって郊外

型店舗が進出し、中心市街地の空洞化が進ん

だほか、近年ではネットショッピングや通信

販売など消費者の価値観や購買動向の変化に

より、商業者の経営環境は非常に厳しい状況

となっていました。 

 また、人口減少や少子高齢化社会の急速な

進行から、地域によっては商業者が撤退し、

商店が全くない地域で生活する高齢者など

は、日常生活にも不安をきたす買い物弱者の

状態となっていました。 

 

■ これまでの取組 

 衣・食・住・交通・医療等、多様な都市機

能が集積している中心市街地に賑わいを取り

戻すためには、公共交通機関の利用のほか、

中心市街地の商業者自らが送迎バスを運行す

るなど、消費者を呼び込むことが必要である

と考え、中心部のショッピングセンター「コ

アビバイ」では、行政などの支援を受けずに、

商店街単独で毎週土曜日に、近隣にスーパー

が無い地域に買い物シャトルバスを運行して

いました。 

 

事業内容 
 

■ 本事業での取組 

 買い物弱者支援や商店街利用促進に向けて

以下の取組を実施しています。 

○ 「コアビバイ」と市内住宅街（４路線）

を巡回する無料買い物送迎バスを新たに隔

月の年金支給日に運行しています。 

○ 美唄商工会議所主催の「美唄マルシェ」

や各商店街で実施しているイベントなどの

参加を１つのきっかけとし、各イベント会

場までの送迎サービスや個店における割引

特典をつけることにより、商品購入につな

げています。 

■ 取組の中で生じた課題 

 買い物弱者支援として、宅配事業なども検

討していたことから、その問題点などを把握

するために、他地域で実施していた先進地事

例の視察を行うとともに、高齢者の買い物環

境を把握するため、市内の高齢者世帯を対象

に「買い物環境等に関するアンケート調査」

を実施しました。 

 このアンケート調査を分析・検討した結果、

多くの高齢者は買い物に不便を感じており、

店舗で買った商品の配達サービスの要望のほ

か、タクシーや巡回バスなどの交通手段の確

保に係る要望が多いことが分かりました。 

 しかし、先進事例の視察調査などを踏まえ

検討した結果、当初想定していた宅配事業や

移動販売車によるミニ店舗は商業者の採算ベ

ースにはのらず、継続して事業を実施してい

くことは困難であるとの結論に至りました。 

 

２．美唄市商店街活性化支援事業 
☞ 無料買い物送迎バスの拡大運行による商店街利用促進 

【美唄市商店街連絡協議会】 

 
美唄マルシェ 
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■ 取組に関する課題への対応 

 当初計画していた宅配事業などは中止し、

まずは、現在実施している無料買い物送迎バ

スの拡大運行により、買い物が不便となって

いる地域の住民を毎年恒例のイベントに集客

するとともに、各個店の販促活動の活性化を

目指すための事業に計画を変更しました。 

■ 地域の関係者との連携体制（メンバー） 

 美唄市商店街連絡協議会は、平成元年に設

立後、関係者間の連携を図ってきており、無

料買い物送迎バスの運行を委託している地元

自動車学校とは以前より送迎バスの運行に協

力していただいていたので、送迎バス運行に

あたっては、特段問題はありませんでした。 

 

■ 連携体制を構築する上で生じた課題 

 買い物弱者支援の取組に対しては、地域住

民や行政が、実行部隊となる企業などを支

えていくための体制を整備していくことが

必要となっていました。 

 

■ 連携体制に関する課題への対応 

 買い物弱者支援は、地域住民の高齢化や商

業者の撤退に加え公共バスの路線廃止など、

商業者だけの努力では解決できない課題であ

り、市が実施している「乗合いタクシー事業」

や高齢者の安否確認の福祉事業などの組み合

わせによる事業展開が必要となることから、

市全体の公平性を確保した行政サービスと収

益性が必要な商業者の取組の両立に向けて、

地域の住民を含めた事業展開とするためのノ

ウハウ取得と事業資金の確保のための体制構

築を進めています。 

 

今後の取組 
 

 企業や商店街による買い物弱者支援は、営

業活動である一方で、地域のために取り組ま

なければならないという社会福祉活動として

の一面があることから、継続的に収益を上げ

ることは困難な状況となっています。 

買い物弱者に対して民間事業者が具体的に

できることは、商品を届ける際に安否を確認

することでの見守りサービスや電球の交換、

簡易な家具の移動、玄関先の除雪などの身の

回りの生活支援が考えられます。 

また、買い物弱者問題の解決と同時に高齢

者の居住環境を改善していくために、「高齢者

に対する社会福祉の充実」や「地域コミュニ

ティの活性化」などが求められています。 

今後とも、買い物弱者対策の継続的な事業

展開を図る上で、収益を上げる手段を何に求

めていくかを検討していくとともに、住民か

らのニーズが多い宅配事業についても、行政

や商工団体と連携しながら引き続き検討して

いくこととしています。 

 美唄市商店街連絡協議会 

【構 成 員】 美唄大通り商店街振興組合、旭通り商店会、すずらん通り商店会、 

       美唄市駅前開発振興会、昭和商店会、美唄料飲店組合、峰延商工会、 

       協同組合日専連美唄、美唄市、美唄商工会議所 

【所 在 地】 〒072-0025  美唄市西２条南２丁目１番１号 

【代表者名】 会長 平鍋 孝仁 （事務局：美唄商工会議所） 

【連 絡 先】 ＴＥＬ 0126-63-4196 ＦＡＸ 0126-63-4194 

 
アンケート調査報告書 

 
お買い物無料送迎バス 
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地域の状況 
 

■ 地域の概要 

 商店街の近隣に位置する大麻団地は、昭和

39年から、開発・整備が進められ、昭和 50

年には人口が 21,800 人となっていました

が、それをピークに減少に転じ、40 年以上

が経過した、平成 25 年 8 月には 12,452

人となっており、大麻は市内でも特に高齢化

率の高い地区となっております。 

一方で３つの大学が徒歩圏内にあり、全道

的に見ても人口比率に対する若者の割合が多

い江別市ですが、その中でも顕著な傾向を示

す地区となっております。 

 

■ これまでの問題点 

 人口減少と相まって、来街者の減少や空き

店舗が増加するなどといった、課題を抱えて

いました。 

 

■ これまでの取組 

 大学生の若い力と地域の連携を促進させる

ことが本商店街の活性化に重要であると考え、

その切り口として、「テーマ性」のある商店街

を目指し、若者の地域活動への参加や高齢者

の来街者数の増加、商店街内の連帯感の醸成

を行うことが必要であると考え、そのための

取組を検討していました。 

 

事業内容 
 

■ 本事業での取組 

 空き店舗を活用した「コミュニティスペー

ス」を設置すること、また、少子高齢化の進

む地域として世代間交流を目指し、地域住民

の意識も踏まえ、大学生との商学連携による

経済効果や事業継続性に関する調査を実施し

活性化事業実施計画の策定を行いました。 

 

■ 取組の中で生じた課題 

 商店街の現状について、アンケート調査・

分析を行った結果、顧客層が高齢の主婦であ

ることは想定どおりであったものの、商店街

全体の顧客層が固定化されていることが活性

化への弊害となっており、新たな顧客層の取

り込みが、今後の課題となっていました。 

 

■ 取組に関する課題への対応 

 多様な社会的機能を提供できるよう、地域

にある特有の課題を解決するようなコミュニ

ティ・ビジネスに取り組む団体等と連携し、

多くの大学が周辺にあるという利点を活用す

るとともに、大学生側の要望も吸い上げなが

ら、共同事業の展開など、地域拠点としての

商店街の活動の幅を広げること、また、集客

力・販売力について「テーマ性」のある商店

街を目指し、若者の地域活動への参加や高齢

者の来街者数の増加、さらに商店街内の連帯

感の構築を図っていくこととしました。 

 

■ 地域の関係者との連携体制（メンバー） 

 地元の中学校やＮＰＯ法人・シルバー人材

センターなどのほか江別市経済部の協力を得

て、市内の酪農大学、札幌学院大学、北翔大

学、北海道情報大学の教官や学生のほか、札

幌市内の大学でサークル活動を行っている学

生も含め、イベントの企画や運営など商学連

携を図ってきています。 

 

 

３．商学連携等による大麻銀座商店街活性化事業 
☞ 大学生の若い力と地域の連携による集客力・販売力の向上 

【大麻銀座商店街振興組合（江別市）】 

大麻銀座商店街 
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■ 連携体制を構築する上で生じた課題 

 商学連携による取組については、これまで

築き上げてきた連携体制が、大学の教官の異

動や学生が卒業してしまうことにより、いっ

たん中断してしまうことが課題となってきて

おります。 

 

■ 連携体制に関する課題への対応 

 今後も、関係機関と連携を図りつつ、持続

的に連携強化を進めていくための仕組みづく

りを行っていきます。 

 

今後の取組 
 

 平成２５年度は、国の補助事業を活用し、

本商店街に残る「古さ」を長所と捉えて、レ

トロな商店街として雰囲気を統一して、高齢

者にとっては懐かしさ、若者にとっては新し

さを感じるとともに、幅広い世代に心地よい

時間を提供し、話題性を持たせた PRを行い

ながら来街者数を増加させることを目的に、

次の事業を実施しています。 

○ コミュニティスペースを活用した事業 

平成２５年 6月に、子育て世代を応援し

よう！」ということで、空き店舗を活用し、

江別市シルバー人材センターが運営するま

ちなかサロン「元気プラザ’s」をオープン

させ、交流の場としてはもちろん、手作り

小物などの展示販売も行っており、将来的

には、商業者と連携した高齢者世帯への宅

配サービスも検討しています。 

○ 集客力・販売力向上のイベント事業 

レトロイメージ浸透イベントの開催、視

覚的な雰囲気づくりを行うレトロ通りの整 

備、レトロな服装で来街者を迎える取組な

どを商店が一体となって実施しています。 

 

今後も、近隣の団地に住む方々の高齢化が

進んでいることもあり、コミュニティの場と

しても商店街の存在は重要となっていること

から、レトロな商店街として、古き懐かしい

雰囲気を生かしたさまざまな企画を実施する

など、商店街の活性化に取り組んでいきます。 

 大麻銀座商店街振興組合 

【所 在 地】 〒069-0852  江別市大麻東町１３番９ 

【代表者名】 理事長  岸本 佳廣 

【連 絡 先】 専務理事 佐々木 光治 

       ＴＥＬ 011-386-5187 

       ＦＡＸ 011-795-5703 

大麻東中学校美術部の生徒が描いたイラスト 
まちなかサロン 元気プラザ’s 

【商店街での新たな取組】 

 札幌学院大経営学部の河西邦人教授（経営

学）のゼミ生２１人が、教室ではできないビ

ジネス経験を積むため、メニュー開発や販売

などを通じ、商店街内で毎週水曜日の午後２

時～４時の時間帯に、自分たちで考えた飲み

物やスープを提供する「ＳＧＵカフェ」を開

店しています。 

 この取組は、ゼミの授業の一環で、メニュ

ーの企画、販売などを通して経営を学び、来

店者との会話によりコミュニケーション能

力も鍛える狙いで、商店街にある即席めん専

門店「麺こいや」の協力を得て、オリジナル

メニュー１品を販売しています。 
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地域の状況 
 

■ 地域の概要 

 室蘭市中央地区は、市内で最も歴史がある

商業集積地区です。市の人口が 18万人を超

えていた最盛時にはデパートを有していたこ

ともあり、現在も蘭西地区の重要な商業地区

の役割を担っています。 

 中央地区の商圏の範囲は、主に祝津地区、

中央地区、母恋地区の 3地区となっており、

2013 年 9 月現在の商圏人口は約 2 万

1,000人となっております。 

 

■ これまでの問題点 

 中央地区では、人口減少に加え、高齢化率

が約３５％と市内で最も高齢化が進んでお

り、中央地区における商業地のあり方も、よ

り「地元に根ざした商店街」への再考が求め

られていた中、大型店（長崎屋室蘭中央店）

の撤退等により買い物弱者問題等が顕在化し

てきていました。 

 

■ これまでの取組 

 本事業に先立ち、室蘭商工会議所では、買

い物弱者に関する調査として「買物支援ニー

ズ調査」や「室蘭市消費動向調査」を実施し

ていましたが、具体的な買い物の実態を捉え

るための高齢者の買い物動向や来街の交通手

段順路などの調査が必要となっていたことか

ら、そのための取組を検討していました。 

事業内容 
 

■ 本事業での取組 

 平成２４年度に実施した、高齢者の買い物

動向調査並びに意見交換会などの結果を踏ま

え、住民が直面している課題（買い物できな

い不足業種がある、憩いの場所がないなど）

について、地域住民との相互協力など、継続

的な取組を進めるうえでの連携体制を構築し

てきました。 

 地域の方々や、買い物をする方々の視点に

立った「地域に根ざしたやさしい商店街」の

創造を目指し、「よってけ浜町」を７月２５日

にリニューアルオープンしました。 

 本事業の審査委員会の方々から「サロンを

ガラス張りにし、外から何をやっているのか

がわかるようにするなど、大胆なアイディア

も必要」などのアドバイスも踏まえ、出入口

のドアには従来の半透明ガラスから内部が見

える透明なガラスを採用し、開放的な雰囲気

を醸し出しています。 

サロン内では、コーヒーやお茶の提供、ワ

ンコインランチの販売、不定期ではあります

が野菜市などを行っており、陶器や編物の受

託販売やベビーベットの設置、ファッション

誌や絵本などを置き、買い物に来た子供連れ

の主婦や高齢者の方々が、安心して気軽に利

用できるような空間となっております。 

 また、地域住民が商店街へ足を運ぶきっか

けづくりとして、商店街のお店を紹介する「中

央町おでかけマップ」を作成し、各町会の協

力を得て地域の方々に配布するとともに、サ

ロン内で市民美術館などの公共施設と連携

し、催し物の宣伝や絵画展等を行う「社会教

育施設連携事業」及び「よってけギャラリー」

の開催に併せ、美術館などの職員の協力によ

り、「中央町おでかけマップ」を使用した案内

を行っていただいております。 

 さらに、よりよい商店街づくりを目指し、

商店街を利用する地域の方々にお祭りやイベ 

ントなどの情報を発信し、より使いやすく楽

４．買物弱者にさせない商店街づくり計画（中央町商店街やさしさ事業） 
☞ コミュニティサロンを活用した地域に根ざしたやさしい商店街の創造 

【中央町商店街やさしさ事業コンソーシアム（室蘭市）】 

 
「よってけ浜町」オープニングセレモニー 
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しい買い物をしていただくための「まちなか

回覧板」を月１回発行し、商店街に対しての

意見やアイディアを頂くことで、地域の方々

との交流を深めております。 

■ 取組の中で生じた課題 

 「よってけ浜町」の営業時間は、日曜祝日

を除く１０：００～１６：００で、コンソー

シアム構成員が交代で店番を行うことは、各

個店での営業もあることから調整は困難であ

り、現在の運営スタッフは、女性ボランティ

アにお願いしているところですが、継続的に

施設を運営していくためには、専属のスタッ

フの配置が必要となっています。 

 

■ 取組に関する課題への対応 

 専属のスタッフを雇用するために、コンソ

ーシアムでの収益事業や施設の使用料を徴収

する方法などを検討していますが、結論に至

っていないところです。 

 

■ 地域の関係者との連携体制（メンバー） 

 ワークショップや意見交換会に参加した地

域の町会役員や室蘭工業大学の学生には、コ

ンソーシアムの取組に一定の理解をいただい

ており、事業実施にあたっては前向きな協力

が得られています。 

 今後の取組 
 

 「よってけ浜町」では、家庭菜園や山菜、

近隣住民手作りの漬物などを販売する「わい

わい市場」のほか、健康やダンス、絵手紙等

の「よってけ教室」を定期的に開催していく

こととしております。 

 なお、不足業種となっている書店について

は、新規出店を誘致するために、地域でどれ

だけのニーズがあるのかなどの調査を室蘭工

業大学の学生に協力していただきながら、12

月の調査実施に向け取り組み始めております。 

 また、現在「中央町おでかけマップ」と連

動した各商店街並びに駐車場の案内看板の作

成を進めており、２月頃の完成を目指し取り

組んでおります。 

 今後においても、「中央町商店街やさしさ事

業運営委員会」を定期的に開催するとともに、

「よってけ浜町」と以前から設置されている

貸出用フリースペース「蘭西ギャラリー」を

活用した取組を核に３つの商店街の連携を深

め、「一店逸品ホームページ」の開設のほか、

出前商店街事業などにも取り組んでいくこと

としています。 

中央町商店街やさしさ事業コンソーシアム 

【構 成 員】 室蘭浜町商店街振興組合、室蘭中央町三丁目商店街振興組合、 

大町商店会、室蘭商工会議所 

【所 在 地】 〒051-0011 室蘭市中央町２丁目６番６号（浜町商店街事務局） 

【代表者名】 室蘭浜町商店街振興組合 理事長代行 船越 康治 

【連 絡 先】 ＴＥＬ 0143-22-4616  ＦＡＸ 0143-22-4616 

※アドバイザーとして、室蘭工業大学大学院、連合北海道室蘭地区連合会、室蘭消費者 

協会、室蘭女性団体連絡協議会、保育所父母代表、室蘭私立幼稚園協会が参加 

   
中央町わくわくおでかけマップ 

   
わいわい市場 


